
誤嚥 誤飲

Ａ 3,857 69 314

Ｂ 449 7 31

Ｃ 412 3 47

Ｄ 300 5 25

Ｅ 276 3 24

Ｆ 272 6 19

Ｇ 208 1 12

Ｈ 188 0 16

Ｉ 124 1 3

Ｊ 89 2 3

合計 6,175 97 494

消防本部 誤嚥・誤飲
玩具

誤嚥 誤飲

Ａ 3,897 69 314

Ｂ 449 7 31

Ｃ 412 3 47

Ｄ 300 5 25

Ｅ 276 3 24

Ｆ 272 6 19

Ｇ 208 1 12

Ｈ 190 0 18

Ｉ 124 1 3

Ｊ 89 2 3

合計 6,217 97 496

消防本部 誤嚥・誤飲
玩具

平成 29 年 12 月 21 日 

 

事故等原因調査報告書の訂正について 

 

標記について、下記正誤表のとおり訂正します。 

 

記 

 

消費者安全法第 23 条第１項の規定に基づく事故等原因調査報告書 

 玩具による乳幼児の気道閉塞事故（公表年月日：平成 29 年 11 月 20 日） 

 

正誤表 

訂正箇所 誤 正 

10 ペ ー ジ

「１．２事故

内容（２）そ

の他の事案」

脚注４  

２行目 

「皮膚感覚の低下」 「感覚機能の低下」 
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「表８ 各

消防本部に

おける誤嚥・

誤飲での救

急搬送人員

数」 
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「４．４．２

調 査 結 果

（２）誤嚥・

誤飲の製品

別内訳」 

２～３行目 

「救急搬送された事例は、食

品が最も多く（24％）、次に、

たばこ（11％）、玩具（９％）

の順であった（図 56）。」 

「救急搬送された事例は、食品

が最も多く（23％）、次に、たば

こ（11％）、玩具（10％）の順で

あった（図 56）。」 
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図 56「誤嚥・

誤飲の製品

別内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


